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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

７/１ 金 移動図書館車④コース
２ 土
３ 日 10:30～おはなしひろば
４ 月 月曜休館
５ 火
６ 水 移動図書館車①コース
７ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
８ 金 移動図書館車②コース
９ 土
10 日 10:00～ブックスタート
11 月 月曜休館
12 火
13 水 移動図書館車③コース
14 木 10:30～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車④コース
16 土
17 日 10:30～たなばたおはなし会
18 月 月曜休館
19 火 振替休館（海の日）
20 水 移動図書館車①コース　　
21 木 10:30～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車②コース　　
23 土
24 日 10:30～おはなしひろば
25 月 月曜休館
26 火
27 水 移動図書館車③コース
28 木 10:30～絵本とわらべうたの会
29 金 移動図書館車④コース
30 土
31 日 10:30～おはなしひろば

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります
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曲
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日
本
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ル
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ケ
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欲
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岸
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介
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追
憶
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偉
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な
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ぼ
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ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ド
ー
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上
下　

ば
ら
ば
ら
死
体
の
夜　

こ
の
女　

源
内
な
か
ま
講　

あ
な
た
が
い
る
場
所　

四
色
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藍　

三
つ
の
名
を
持
つ
犬　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
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ベ
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諏
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妖
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グ
ッ
バ
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ヒ
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ロ
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飲
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愛
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司
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一
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史
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新 着 図 書 案 内
「
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷

　
　
　

   

響
き
あ
う
美
の
世
界
」

 「
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

       

響
き
あ
う
美
の
世
界
」 制
作
委
員
会　
著

 　
　

  　
　

    

求
龍
堂　
刊

　文豪、川端康成が書いた書
や、画家、東山魁夷が川端に
贈った絵画など二人の芸術家
が交流を深めていたことがわ
かります。また、川端康成が
筆まめで優しい人柄だという
ことが、何通もの手紙のやりと
りからうかがえたりもします。

　
　

○
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人  

　

権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

　

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の

　
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、

　

現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え

　
ら
れ
る
。

○
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

　

自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不

　

断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を

　

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て

　

尊
重
さ
れ
る
。

○
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平

　

等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、

　

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地

　
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又

　

は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差

　

別
さ
れ
な
い
。

　
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
で
人

権
に
つ
い
て
謳
っ
て
い
る
条
文

で
す
。
こ
れ
ら
の
意
味
は
、
一つ

に
は
、
人
権
は
国
家
や
憲
法
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
人
間
で
あ
る
こ
と
に
よ

り
当
然
に
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
二
つ
目
に
、
人
権
は
原

則
と
し
て
何
人
も
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
で
あ
る

こ
と
、
三
つ
目
と
し
て
、
人
権

は
人
種
・
性
・
身
分
な
ど
の
区

別
に
関
係
な
く
、
人
間
で
あ
る

こ
と
に
基
づ
い
て
当
然
に
共
有

で
き
る
こ
と
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

以
上
は
、
人
が
生
き
て
い
く

上
で
の
土
台
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
す
。
一
方
、
私
た
ち
が
現

実
の
生
活
の
中
で
「
人
権
」
と

聞
い
て
、
先
ず
思
い
浮
か
ぶ
の

は
何
で
し
ょ
う
。
女
性
の
人
権
、

子
供
の
人
権
、
高
齢
者
を
大
切

に
す
る
心
、
障
害
の
あ
る
人
の

参
加
と
平
等
、
部
落
差
別
な
ど

で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
の
総
会
に
出
席
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
資
料
の
中

に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
、
犯
罪

被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
、

外
国
人
の
人
権
、ア
イ
ヌ
の
人
々

に
対
す
る
理
解
、
刑
を
終
え
て

出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
、

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
、
性
同

一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
、

な
ど
な
ど
。
実
に
様
々
な
項
目

が
列
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
感
じ
る
機
会
の
少
な
い

も
の
、
ま
た
日
常
あ
ま
り
意
識

す
る
こ
と
の
な
い
も
の
。
人
権

と
は
、
実
に
幅
の
広
い
、
奥
の

深
い
も
の
だ
な
と
、
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
表
面
的
に
知
識

と
し
て
頭
に
あ
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
常
に
「
人
権
」
と
い

う
言
葉
を
意
識
し
な
が
ら
、
と

き
に
研
ぎ
澄
ま
せ
な
が
ら
、
身

体
に
染
み
込
ま
せ
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
人
が
生
き
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
、
人
と
の
交

わ
り
で
す
か
ら
。
相
手
の
人
権

を
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

〜　

人
が
た
だ
人
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
当
然
に
有
す
る
権
利　

〜

飯
山
市
総
務
部
長　

村
山　

芳
広

人 権
学習シリーズ

　　

　
小
中
学
生
に
特
に
お
す
す
め
し
た

い
一
冊
で
す
。

　

主
人
公
の
聡
子
は
小
学
六
年
生
。

学
校
で
は
四
人
グ
ル
ー
プ
で
い
つ
も

み
ん
な
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
け

ど
、
内
心
で
は
そ
ん
な
自
分
に
嫌
気

が
さ
し
て
い
ま
す
。特
に
そ
の
中
で
も
、

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
の
り
子
に

対
し
て
は
、
常
に
遠
慮
し
気
を
遣
い
、

あ
わ
せ
て
い
る
状
態
。

　

そ
ん
な
聡
子
が
、
夏
休
み
の
塾
の

夏
期
講
習
で
知
り
合
っ
た
リ
サ
や
霧

島
く
ん
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
嫌

な
自
分
を
変
え
よ
う
と
〝
真
の
友
情
〞

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
話
で
す
。

　

聡
子
の
ま
わ
り
の
あ
ら
ゆ
る
人
と

の
関
係
が
、
次
か
ら
次
へ
と
良
い
方

向
に
向
か
う
様
子
が
お
も
し
ろ
く
、

続
き
が
気
に
な
り
、
普
段
本
に
親
し

み
が
な
い
人
で
も
す
ら
す
ら
読
む
こ

★
今
月
の
お
薦
め
★

飯
山
地
区　

宮
嶋　

知
子 

さ
ん

わ
た
し
の 

お
す
す
め
の
本 

紹
介
し
ま
す

「
ハ
ッ
ピ
ー
ノ
ー
ト
」

　
　
草
野
た
き 

著　
福
音
館
書
店 

刊

と
が
で
き
る
一
冊
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
友
人
関
係
で
悩
ん
で
い
る
人
、

嫌
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
周
り
に
合
わ

せ
て
い
る
人
、
人
間
関
係
づ
く
り
が

苦
手
な
人
な
ど
、
真
の
友
情
と
は
何

か
を
考
え
る
、
い
い
き
っ
か
け
に
な
る

本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

たなばたおはなし会
　
「
た
な
ば
た
お
は
な
し
会
」

を
、
７
月
17
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
か
ら
図
書
館
３
階

の
多
目
的
室
で
行
い
ま
す
。

　
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
愛
宕
山
房
古
田
文
庫
」
の
新

設
に
伴
い
図
書
館
内
の
書
架
（
本

棚
）
の
位
置
が
少
し
変
わ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
案
内
し
ま
す
。

　

今
ま
で
一
番
南
側（
奥
）に
あ
っ

た
大
活
字
本
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
南

側
か
ら
４
列
目
の
書
棚
の
手
前
側

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
説
は
一
番
南
奥
の
大

活
字
本
が
あ
っ
た
場
所
に
、
頭
文

字
が
「
あ
」
か
ら
始
ま
る
作
者
を

先
頭
に
、
手
前
に
向
か
っ
て
「
わ
」

の
作
者
の
順
に
本
が
並
べ
ら
れ
、

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

郷
土
資
料
と
図
鑑
・
事
典

な
ど
の
参
考
資
料
が
、
高
さ

の
あ
る
書
架
に
入
っ
た
た
め

書
架
に
空
き
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
資

料
収
集
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
書
架
の
移
動
に
よ

り
新
聞
を
ご
覧
い
た
だ
く
場

所
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
奥
の
位

置
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、お
気
軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー

の
職
員
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

書
架
（
本
棚
）
を
移
動
し
ま
し
た

飯山市公民館☎６２－３３４２または
子育て支援センターたんぽぽ☎６２－５０９１

『みんなのおもしろひろば』　参加者募集中です！

お申し込み・お問い合わせ

今しかない大切なときを子どもと一緒に楽しみませんか？

飯山市公民館☎６２－３３４２または

　

飯山市公民館☎６２－３３４２または

　

申込締切7／２２まで

お父さんのよみきかせ
講師　おはなしびっくりばこ
　　　「おとこぐみ」

７月３０日（土） ８月２０日（土）

プール遊び
流しそうめんをしてみよう　
（お父さん待ってます！）
申込締切８／１２まで

９：３０～１１：００ ９：３０～１１：００


